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金融機関に勤務する職員が、帯状疱疹
を発症した上司と約２ｍ離れた席で業務を
行っていたところ、水痘に感染し、髄膜炎、
てんかん、過度の眠気の出る「ナルコレプ
シー」などの神経疾患を併発した。

医師らの意見を踏まえ、「感染以前はて
んかんやナルコレプシーの症状がなく、帯
状疱疹ウイルスにより感染した水痘に起因
した髄膜炎が原因であり、市中感染の可能
性は低く、業務中に感染した水痘に起因し
ててんかん等を発症した」と判断され、業
務上災害と認定された。

水痘および帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹
ウイルスの再活性化によって引き起こされ
る皮膚疾患であり感染症である。強い痛み
や神経障害を伴うことがあり、多くの場合、
加齢や免疫力の低下が発症の原因とされて
いる。近年では業務上の過度のストレスが
引き金となるケースも報告されている。
本件は、業務によるストレスを原因とす
るものではない。帯状疱疹を発症した上司
と近距離で勤務を行ってたことでウイルス
感染し、水痘を発症し、複数の神経疾患を
併発した事例であり、ウイルス感染による
労災認定の可能性を示す事例となる。
労働基準監督署は当初、「てんかんな
どは業務に起因していない」として労災給
付の不支給決定をした。これに対し、被災
者は、ウイルス感染による水痘に起因する
髄膜炎によりてんかんなどが発症したとし
て、地裁に不支給決定の取消しを求めたと
ころ、労災認定された。判決理由では、医
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師らの意見を踏まえ、「感染以前はてんか
ん等の症状はなく水痘に起因する髄膜炎が
原因である」と認定し、「水痘について市
中感染の可能性は低く、業務中に感染した」
と判断している。
この事例から、職場以外で帯状疱疹・水
痘に感染する可能性がなく、職場で感染し
たことが明確である場合は、業務に起因し
た感染として、労災認定される可能性があ
ることが分かる。疾病が労災として認定さ
れるためには、業務と疾病の間に医学的な
因果関係が認められる必要がある。帯状疱
疹や水痘の発症が感染によらない場合、ウ
イルスの再活性化が主な原因であるため、
業務によるストレスが再活性化を促したと
医学的に証明しなければならない。しかし、
ストレスと帯状疱疹の因果関係を直接的に
証明することは困難であり、労災認定には
高い壁がある。
業務ストレスにより帯状疱疹を発症し
たとして労災申請したケースで、不支給と
なった事例がある。この事例は、システム
不具合や新入社員指導などにより業務負荷
が発生し、精神的に追い込まれ帯状疱疹を
発症したとして、労災請求をしたケースで
ある。被災者は、精神障害を発病させるほ
どの業務により、強度の心理的負荷が潜伏
している水痘・帯状疱疹ウイルスを再活性
化させ、帯状疱疹を発症させたと主張し、
再審査請求を行った。
このケースにおける医師の意見として、
ある医師は、帯状疱疹の一般的な発症原因
は、「疲労などにより免疫力が低下すると
発症する」とし、本件について「誰にでも
なる疾患であるため、特に時期など関係な
くストレスや疲労などにより免疫力が低下
すると発症しやすくなる」と述べ、別の医
師は、「発症原因は不明」と述べている。

労働保険審査会は、このような医学的意
見を踏まえ、本件の帯状疱疹は、水痘・帯
状疱疹ウイルスによるもので、発症のメカ
ニズムとして、小児期に潜伏感染したウイ
ルスが、長期間を経た後に再活性化して発
症に至るものとし、一般的に、免疫力、免
疫機能が低下した際に発症しやすくなるも
のと認められるとしている。そのうえで、
ストレスや疲労などによる免疫力の低下が
発症に影響した可能性はあるが定かではな
いとし、業務による強度の心理的負荷を受
けていたとしても、業務と本件疾病との間
に相当因果関係を認めることはできないと
して、労災として認めなかった。
このように、帯状疱疹・水痘は、「業務
中にウイルスに感染したもの」と考えられ
る場合と「業務中のストレスによるもの」
と推定される場合がある。前者は、感染者
との距離が近く、市中感染の可能性がほぼ
ないような場合は労災認定される可能性が
高いといえる。一方、後者は、因果関係の
証明が難しいこと、他の要因（加齢や免疫
力低下）が関与している可能性が高いため、
認定されることはかなり難しいものと考え
られる。
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